
料が整備された。こうしてパウル・クレー財
団はクレー作品の世界最大の保管施設である
と同時にクレーに関する他に類を見ない研
究・情報センターとして機能していくことと
なった。1990年になるとクレーの息子のフェ
リックス・クレーが亡くなり、それを機会に
クレー家から「独立したクレー美術館の建設
を」という発案がなされた。そして2005年、
パウル・クレー財団は全所蔵作品、データバ
ンク、アーカイヴとともに、新設されたパウ
ル・クレー・センター内に移動することとな
る。フェリックスの妻であるリヴィア・クレー
の寄贈作品700点、クレーの孫であるアレク
サンダー・クレーからの寄託品およそ850点、
パウル・クレー財団のコレクションおよそ
2600点が集結し、パウル・クレー・センター
はクレー作品4000点以上を有する施設となっ
た。これは、クレーの全作品の実に40パーセ
ントに相当する作品数である。パウル・ク
レー・センターは当初はベルンの旧市街に建
設される予定だったが、モーリス・Ｅ・ミュ
ラー博士とマルタ・ミュラー＝リュティ夫人
がシェーングリュン地区の土地と3000万スイ
スフランを提供し、現在ある場所に建設され
ることになった。ミュラー夫妻は、建設にあ
たって二つの条件を提示した。ひとつは、パ

ウル・クレーの多彩な才能と活動に相応しい
ような文化センターを建設すること。もうひ
とつは、建築家レンゾ・ピアノに設計と建設
を依頼すること。こうして、あらゆることが
迅速に進み、2005年₆月20日、レンゾ・ピア
ノによる独特の建物をもつパウル・クレー・
センターが正式に開館した。

パウル・クレー・センター訪問
　このようにして開館したパウル・クレー・
センターは、ベルン郊外の広々とした場所に
建っている。ベルン市街からセンターへ向か
うバスが出ているが、バスが小高い丘を登っ
ていくその途中、眼下には赤茶色の屋根の並
ぶベルンの美しい街が一望できる。三つの波
をかたどったレンゾ・ピアノの建物はひとめ
でそれとわかる特徴的な概観を有していなが
らも、決して声高な主張や押し付けがましさ
がなく、風景と調和した気持ちの良い景観を

厳島神社－平清盛の壮大な構想

　今年のNHKの大河ドラマが「平清盛」だか
らというわけではありませんが、先日、初め
て安芸の宮島、厳島神社に行ってきました。
日本三景として知られる景勝地で、たくさん
の観光客が訪れると聞いていたので、ちょっ
と敬遠していたのですが、やはり一度は見て
おきたいと思いたって出掛けたのです。

　岩国の錦帯橋を見物して、午後遅く観光フェ
リーで到着したとき、宮島は観光客でごった
返していました。こんな喧騒と雑踏のなかで、
厳島神社に参拝するのは避けて、とりあえず
旅館に投宿して、ゆっくり汗を流して、食事
をした後、夜遅くなってから訪れました。
　厳島神社は、月光の下で荘厳な雰囲気に包
まれていました。ひたひたと打ち寄せる潮が
社殿の柱に砕ける波音だけが聞こえていまし
た。絶え間なく満ちてくる潮の静かなるエネ
ルギーを肌で感じながら暫時を過ごしました。
その翌朝、まだ霞のかかる明け方、まだ誰も
いない社殿に初めて入りました。折れ曲がっ

た朱塗りの廻廊をゆっくりと歩きながら、満
潮に近い海面にゆらゆらと反映した建物と景
色の変化を楽しみました。本殿にお参りをし
て、平舞台から海上に立つ大鳥居を振り返る
と、厳島神社がいかに海に向かって開かれて
いるか、遥か彼方の世界へ繋がっているかを
実感しました。
　そして、昼過ぎに干潮を迎えた厳島神社は、
また別の光景を見せてくれました。海から姿を
現した大鳥居を真下から見上げると、二本の巨
木は伐採されたままの原木で、捩れるように曲
がりながら天に向かって伸びているのです。
また、大鳥居の下から朱塗りの社殿を眺める

と、宮島の濃い緑に包まれて輝いていました。
　海上に浮かぶ厳島神社の建造物だけでな
く、その背景となる宮島の原生林とが一体と
なった景観が、世界遺産に登録されているの
ですが、このように厳島神社は、六時間毎に
満潮と干潮が繰り返される海という地球規模
の自然のエネルギーを取り込みながら、世界
と結ばれた海という新しい道への人間の情熱
を注ぎ込んだ「平清盛の壮大な構想」から生ま
れたのです。
　現代美術のインスタレーションのスケール
を遥かに超えた厳島神社の凄さを体験してみ
てください。（sy）　

　ベルンにあるパウル・クレー・センターは
パウル・クレーという一人の画家をめぐる総
合的なセンターである。このセンターを訪れ
て考えたことを記したいと思う。

はじめに
　一昨年の九月、スイスのベルンにあるパウ
ル・クレー・センターを訪れた。パウル・ク
レーはベルンに生まれ、主にドイツで活躍し
た画家である。名古屋市美術館には所蔵品と
してクレーの作品はないものの、2008年には
ノルトライン＝ヴェストファーレン州立美術
館からかなりの数のクレーのコレクションを
お借りして、展示している。その展覧会の担
当者の一人であった私は、昨年たまたまスイ
スを訪れる機会を得たため、ぜひ、パウル・
クレー・センターにも行ってみたいと思った。
　パウル・クレー・センターはクレーという

一人の画家をめぐってさまざまな展覧会、教
育普及活動、コンサート、そして研究を行っ
ている、クレーに関する総合的なセンターで
ある。名古屋市美術館とはおのずとその性格
を異にするわけであるが、ここでは、パウル・
クレー・センターの特徴について考えながら、
美術館としてのひとつの在り方を見ていこう
と思う。そこには、名古屋市美術館にとって
何か示唆となるものもあるかもしれない。

パウル・クレー・センターの成り立ち
　まず、パウル・クレー・センターの成り立
ちについて記してみたい。パウル・クレーは
1940年に亡くなった。1947年、パウル・クレー
財団が設立される。このパウル・クレー財団
はベルン美術館の付設となり、1970年代にな
るとその活動目的を拡充し、クレー作品に関
する記録、専門図書館、展覧会資料、写真資

解体に潜む生成の芽 ❸　
美術評論家　中村 英樹

　「三島由紀夫の『憂国』ばりに日の丸のはち
巻き、軍服、きゃはんで身を固めた連中が、三
河の花祭調の足踏み、掛声よろしく山を登り
つめると、いよいよ裸男たちを踏みつけ引き
ずる聖美女、続いて縛られる聖美女のシー
ン。次に、防毒面やマネキン風仮面の四つん
ばい。情景は一転、激突しあう男たちの、戦
死者の群れにも似た惨たんたる仰臥場面」。
　1968年₉月22日午後に愛知県愛知郡日進
町（現在の日進市）の五色園で行なわれたグ
ループ「₀次元」の「儀式」と称する身体表現

（当時はハプニングと呼ばれた）の光景につ
いて、私は、そのように書いている。「₀
次元」というのは、60年代に加藤好弘や岩
田信市らによって結成された前衛美術家集
団で、今はパフォーマンスと言われる身体
表現を街頭などで頻繁に繰り広げた。
　フランスの「五月革命」のような社会変革
運動が広がるなかでの彼らの行動は、確か
に、反体制的な意味合いを帯びている。加
藤が大阪万博に際して抗議行動を起こした
ことや、岩田が1970年の愛知県美術館「ゴ
ミ事件」に関わったことは、その政治的信
条の表われに違いない。ごく最近、あるダ
ンス公演の会場で何十年振りかに加藤に偶
然出会ったとき、彼は、岡本太郎の業績を
褒め称えつつ、「太陽の塔」だけは納得でき
ないと相変わらずの熱弁を振るっていた。
　しかし、「₀次元」の「儀式」は、非日常的
な身体表現がもたらす根源的な自己解放の
活力の大切さをも指し示す。「軍服、きゃ
はんで身を固めた連中」が軍国主義を思わ

せる反面、「三河の花祭調の足踏み、掛声」
が民俗的な庶民の力を感じさせる。「裸男
たち」は、尾張国府宮神社の裸祭りの荒々
しさを思わせなくもない。踏みつける美女
と踏まれる裸男たちとの関係や、縛られる
あらわな女体と縛る縄のせめぎ合いは、単
にスキャンダラスでエロティックというよ
りも、肉体に秘められた原初的な力の顕わ
れとして受け止められる。
　加藤は、当時、「太古の儀式が、大自然
と対決した」のに対して「今は街頭のまった
だ中で」それを行なうと述べている。社会
変革の意識と表裏一体をなす根源的な自己
解放の活力は、土方巽の舞踏や唐十郎のア
ングラ演劇にも通じる。「₀次元」の反体制
的な活動を詳細に追った黒ダライ児の大著

『肉体のアナーキズム―1960年代･日本美術
におけるパフォーマンスの地下水脈』（グラ
ムブックス、2010年）が文部科学省の第61
回芸術選奨を受賞したことは、世の移り変
わりを感じさせる。

パウル・クレー・センターを訪れて

2012年冬号

パウル・クレー《ものまね鳥の歌》1924年

ゼロ次元《蒲団づめ儀式》1968年
五色園、愛知郡日進町（現日進市）　撮影：中村英樹

パウル・クレー・センター前のモニュメント

ベルンの街並み



　作品の展示がひとまず終了すると、次は照明
を当てる作業にとりかかります。照明でまず留
意しなければならないのは照度の問題です。
作品の色や質感を効果的に演出するためには
照明は明るい方がよいのですが、あまり強い光
を当てると退色や変色の原因になります。美術
館での照明は一般的にキャンヴァスに油彩で
描かれた作品ですと150から200ルックス、紙
に水彩や鉛筆で描かれた作品ですと50ルック
スというのが一つの基準となります。一般的
な事務室の照度が200から250ルックスで、手元
を照らすために蛍光スタンドの照明をそれに
加えると軽く1000ルックスを超えますので、
美術館の展示室の照明はかなり暗めといえる
でしょうか。そのため、来館者の方からは、会
場が暗すぎて作品の細かな部分がよく見えな
いとか、キャプションや解説パネルの文字が読
めない、というご意見を時々頂戴します。しか
し、人間の目というのは実によくできていて、
会場に入った瞬間は多少見づらくとも、次第
にその暗さにも慣れて、やがて照明のことなど
気にすることもなく作品に没頭することがで
きるようになります。しかし、筆者は一度だけ
想像を絶するような暗さの中で作品を鑑賞し
た経験があります。もちろんそれはジェーム
ズ・タレルのような光と視覚の問題を扱った現
代美術の作品などではなく、想像を絶する暗闇
の中に展示されていたのは誰もがよく知る19
世紀の絵画作品。場所は美術ファンであれば誰

もが知っているパリのオルセー美術館でした。
　それは今から20数年前、確かオルセー美術
館が開館（1986年）して間もない頃だったと思
います。当時の美術界の話題を独占していた
観のあるオルセー美術館を初めて訪れた私
は、駅舎を改装したこの広大な美術館に展示
された19世紀美術の名作の数々を楽しんでい
ました。そして、この美術館のハイライトと
も言える、最上階に並べられた印象派の作品
を堪能した後、次の小部屋に入った時、驚き
のあまり私はしばし呆然としたのでした。　
真っ暗でほとんど何も見えない！　そこに展
示されているのが、ドガやマネ、ルノワール
といった印象派のパステル作品であること
は、部屋の手前にあったパネルの説明で承知
していましたが、中に入っても何が展示され
ているのか、すぐには判別できないのです。
しばらくして目が慣れてくると、ようやく画
集などでお馴染みのドガやマネの図柄がぼん
やりと浮かび上がってきました。いやはや、
ここまでするとは。同業者として、作品の保
全に神経を使うのは十分理解できますが、こ
こまで暗くては鑑賞も何もあったものではあ
りません。最初の驚きは、失望へと変わり、
やがて怒りの感情すら湧き上がってきまし
た。こんな展示をするぐらいなら、収蔵庫に
眠らせておいたほうが余程マシではないか。
それまでの満ち足りた気分がいっぺんに消し
飛んで、とげとげしい気分で私は美術館を後
にしたのでした。恐らく私と同じ感想を抱い
た人が大勢いたのでしょう、次にオルセー美
術館を訪れた1年ほど後には、問題の部屋の
照明は、常識的なレベルにまで明るくなって
いました。過ぎたるは及ばざるが如し、とは
まさにこのことでしょう。違うかな。（F）
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作品の運搬と展示� 照明

ベン・シャーン
　クロスメディア・アーティスト
　─写真、絵画、グラフィック・アート―

2012年₂月11日（土・祝）－₃月25日㈰

　16年前の阪神淡路大震災の折もそうでした
が、この度の東日本大震災でも、被害の大き
さからいくつかの展覧会が延期や中止になり
ました。神奈川県立近代美術館 葉山、名古

屋市美術館、岡山県立美術館、福島県立美術
館を巡回するこの｢ベン・シャーン｣展も、
福島第一原子力発電所の事故の影響から、一
時は開催が危ぶまれる状況になりました。さ
いわい関係各位の尽力により、予定通り開催
できることになりましたが、海外（今回はア
メリカ合衆国のみ）からの借用作品は、福島
を除く₃館のみへの出品となりました。アメ
リカ美術のコレクションで知られる福島県立
美術館が準備の中心を担ってきていたため、
私たちはこの決定に複雑な思いを抱かされま
したが、今、気分を新たに仕事に取り組んで
います。

　日本ではこれまでに二度、大規模なシャー
ン展が開催されています。20年ぶりとなるこ
の度の回顧展では、シャーン自身が撮影した
写真作品を軸にして、写真によるイメージが
創作において果たした役割を紹介し、それを
通してシャーンの芸術観や私たちが作品に魅
力を感じる理由を明らかにします。シャーン
と日本の関係についても紹介します。絵画、
素描、版画、ポスター、書籍やレコードジャ
ケットのデザインも、見ごたえ十分の内容で
す。
　この世の不正義に目を向け、人間とはどの
ような存在でどうあるべきかを作品を通して

問いかけつづけたシャーンの芸術は、今日を
生きる私たちにも安らぎや励ましをもたら
し、共感を呼ぶでしょう。
　名古屋展の会期には、シャーンの代表作品
〈ラッキードラゴン〉シリーズの題材となった
1954年の第五福龍丸事件の発生日3月1日と
東日本大震災の₃月11日が含まれています。
　会場では、シャーンの思いを手がかりにし
ながら、芸術の役割や私たち一人ひとりがで
きることに思いをめぐらせる豊かな時間を過
ごしていただけるでしょう。
　是非、足をお運びください。（み。）

「レンブラント 光の探求／闇の誘惑」
2011年₆月25日㈯－₉月₄日㈰

　今回のレンブラント展には、₉万人を超え
る方々にお越しいただきました。この場をお
借りしてお礼申し上げます。展覧会の出口で
自由に記入していただく「感想ノート」にも、
様々なご意見が寄せられました。
　その中で特に多かったのが「会場が寒かっ
た」というご指摘です。オープン当初、展示
室内は21.5℃に設定されていました。これは、
作品をお借りしている海外の美術館から、気
温と湿度、照度についての条件が課されるた
めです。欧米の美術館は20℃前後に設定する
ことが多いのですが、高温多湿の夏の日本に
は合いません。ある美術館からは20℃が上限
という条件が提示されたりもしましたが、交
渉して上限22℃まで許可してもらいました。
こちらの希望としては23.5℃でしたが、各美
術館によって提示される条件は違いますの
で、一律には納得していただけません。それ
でも、会期中「クーラーが寒すぎて、ゆっく
り見れなかったのがショックでした（泣）」と

いったノートの書き込みを見ながら、やはり
これではいかんと思いましたので、来館者の
声を伝えて再交渉した結果、途中から上限23
℃に引き上げることができました。「上着の
必要性をホームページで注意点として挙げて
おいていただけると助かります」というご意
見もありましたので、会期途中からはそのよ
うに告知させていただきました。
　また、「版画もおもしろかったけれど、もっ
と油絵を見たかったです」というご意見、特
に「夜警が展示されていなかったので残念で
した！」という声がたくさんありました。《夜
警》を日本で展示するというのは極めて難し
いと思います。作品が大きいので輸送が困難、
ということもありますが、オランダの国民的
画家の一番の傑作がアムステルダムで見られ
ないというのは、観光面でも大きな損失とな
るでしょう。加えて、美術品輸送の保険料が
高騰しているという事情もあります。だいた
い評価額の0.25％が今の保険料の目安です
から、たとえば100億円の油絵を借用すると
なると、保険だけで2500万円かかります。か
つては《モナ・リザ》も日本にやって来たので、
完全に不可能とはいえないのかもしれません
が…ひとまず昨今の状況が好転しないと期待
もできないといったところでしょうか。（nori）

作り出している。パウル・クレー・
センターの中は整然とした雰囲気で
ある。三つの波の一番右側には事務
室があり、真ん中あたりには広々と
したショップ、左端にはカフェス
ペースがある。展示室ではクレーの
作品が常設され、また、クレーに関
するその時々のテーマを設けた展示
も行われる。地下には子供のための
スタジオ「クレアヴィヴァ」もあり、
さまざまなワークショップに参加す
る子供たちの元気な顔を見ることが
できる。私が訪れたとき、展示室で
はピカソとクレーを対比する展示が
行われていた。ピカソとクレーは同
時代に生きた画家であり、面識もあったが、
その作品は全く性格の異なるものである。こ
の二人を一緒に展示する試みは面白く感じら
れた。展示を観た後、敷地の外にあるクレー
のお墓を訪れた。見つけるのに手間取った程、
そのお墓はひっそりと在った。クレーは生前、
自分の作品をめぐるこんな大きな施設ができ
ると思っていたのだろうか。お墓のつつまし
さもまた、クレーらしいような気がした。

パウル・クレーの作品
　クレーは生涯に相当な数の作品を制作した
が、どの作品も、クレーらしさに満ち満ちて
いる。そこには大仰な身振りや主張はなく、
どちらかというと可愛らしかったりユーモラ
スだったりするのだが、その裏に、クレー独
特の怪奇趣味的な暗さがあり、そこがまた、
味であるように思われる。初期の作品は、こ
のクレーの怪奇趣味が前面に押し出されたも
のであったが、チュニジアで色彩に目覚めた
後は、色彩というフィルターによって怪奇趣
味的なものは背後に隠されるようになる。

　 「この世では理解されるすべのない私
　　私は死者とまだ生まれざるものとの間に
　　住んでいるからである
　　創造の核心には常よりもやや近く
　　しかし道はまだはるかである」

（瀧口修造訳）
　これは、クレー自身の言葉であるが、この
世では理解され得ないと自分自身感じている
ような、彼独自の世界を持っていることが、
その創造の源でもあったと思われる。私たち
はクレーの作品の中に色彩の豊かさや美しい
形態、可愛らしい表現やユーモア、楽しげな
モチーフを見出すと同時に、彼の心の奥深く
にあるものも感じ取っている。あるいは、私
たちはそこに惹きつけられるのかもしれない。
　多彩な才能をもつパウル・クレーは音楽家
でもあり、ヴァイオリンをこよなく愛した。作
品の中にも音楽的な要素が随所に見られる。
音楽を主題にした画家はクレーだけではない
が、クレーの場合には、演奏する者としての
音楽への愛も込められているのだろう。パウ
ル・クレー・センターは音楽演奏用のホール

をもち、そこでさまざまなコンサートを行っ
ている。音楽家でもあったクレーを絵画だけ
でなく音楽によっても語ろうとしているのだ。

パウル・クレー・センターと
名古屋市美術館
　パウル・クレー・センターは、クレーとい
う一人の画家をめぐるあらゆる情報を有する
施設である。そこには、コレクションがあり、
展覧会場があり、コンサートホールがあり、
子供のための施設がある。そして充実したク
レーのアーカイヴがある。クレーのことを知
ろうとするならば、このパウル・クレー・セ
ンターに行けばかなりの情報を手に入れるこ
とができるだろう。それに対して名古屋市美
術館は「エコール・ド・パリ」、「メキシコ・
ルネサンス」、「現代の美術」、「郷土の美術」
という四つの柱のもとに作品を収集・展示す
る施設であり、それらに関する情報を有する
施設でもある。名古屋市美術館の収集方針は、
パウル・クレー・センターに比べれば幅広い
が、日本の公立美術館の中ではかなり的を
絞ったものであり、なかでも「メキシコ・ルネ
サンス」のコレクションは日本の美術館唯一
といえる充実度を誇っている。そこには、日本

でただ₁点のフリーダ・カーロの油彩画も含
まれている。また、図書室ではメキシコ近代美
術に関する書籍も充実している。「エコール・
ド・パリ」や「現代の美術」、「郷土の美術」に
関しても、年々コレクションが充実してきて
いる。名古屋市美術館もまた、そのコレクショ
ンとアーカイヴを生かし、それらをめぐるセ
ンターのような役割を果たしていくことがで
きるのかもしれない。その際、充実したコレク
ションや資料をどのように生かしていくかと
いうことが問われると思う。多くを所有して
いても、それが観客のために活用されていか
なければ意味がないのであり、さまざまな教
育普及活動や広報活動を通じて、それらを浸
透させていくことも大切なことと考えられる。
　パウル・クレー・センターでは展示室以外
の施設も充実している。パウル・クレー・セ
ンターがもつホールは、名古屋市美術館には
現在ないのだが、その代わりに作品に取り囲
まれた地下のロビーでコンサートを開催して
いる。この地下ロビーは雰囲気のある場所で、
美術館ならではのコンサートが開催できる。
収容人数はあまり多くないが、毎回良い雰囲
気で開催されていると思う。子供のためのス
タジオも名古屋市美術館にはないが、展示室
を利用してワークショップを開催することも
ある。また、夏休みや土曜日などに子供のた
めの鑑賞プログラムを用意している。その拠
点となる部屋があれば理想的ではあるが、な
かなかその余裕のないのが現状である。

おわりに
　パウル・クレー・センターはクレーをこよ
なく愛する人々によって建設され、現在も運
営されている。この巨大なセンターを支えて
いるのはやはり作家と作品に対する敬意と愛
情であると思う。美術館の学芸員として勤務
する私も、そういった作家と作品に対する気
持ちを忘れずに日々の仕事を行っていくこと
が大事だと改めて感じる。パウル・クレーと
いう画家とその作品が魅力的であるのはもち
ろんだが、そこに魅力を見出し、それを多く
の人に伝えたいと思う人々の心が、センター
を活気あるものとしているのだろう。名古屋
市美術館もそうありたいと思う。（akko）

クレーのお墓

パウル・クレー・センター



■特別展「ベン・シャーン　クロスメディ
ア・アーティスト」

　アメリカの社会派作家ベン・シャーンの人
間味あふれる芸術を、絵画、素描、版画、ポ
スターなど約200点で紹介。あわせて創作に
重要な役割を果たした写真をシャーン撮影の
オリジナル50点とデジタルイメージなどによ
る約250点で紹介します。
会期：₂月11日（土・祝）−₃月25日㈰
料金：一般1,100円・高大生800円・小中生500円
{関連催事}
※①～③₂F講堂・無料・先着180名
①記念講演会
日時：₃月₄日㈰ 午後₂時～₄時
内容：「ベン・シャーン　不変の良心」
講師：ロジャー・パルバース（作家、劇作家、

演出家）※日本語による講演
②解説会
日時：₃月17日㈯ 午後₂時～₄時
講師：角田美奈子（名古屋市美術館・学芸員）
③上映会
日時：₂月19日㈰・25日㈯ 午後₂時～₄時

内容：「第五福竜丸」（新藤兼人監督作品、
1958年、モノクロ、110分） 

④ボランティアによるギャラリートーク
日時：₂月18日㈯、21日㈫、24日㈮、26日㈰、

28日㈫、29日㈬、₃月₂日㈮、₃日㈯、₆
日㈫、₇日㈬、₈日㈭、₉日㈮、13日㈫、
14日㈬、15日㈭、16日㈮、18日㈰、20日（火・
祝）　各日とも午前10時30分～と午後₁時
30分～（要入場券）

※都合により休止する場合があります。
■常設展 名品コレクション展Ⅲ
会期：₁月21日㈯−₃月25日㈰
エコール・ド・パリ：ヨーロッパ逍遥
メキシコ・ルネサンス：アルバレス・ブラボの写真
現代の美術：イギリスの美術
郷土の美術：女性美を描く
■特集₂ 北川民次の芸術
会期：₁月21日㈯～₃月25日㈰
　壁画運動の時代にメキシコで活動した郷土
の美術を代表する画家 北川民次の芸術を、
当館がこれまでに収集してきた所蔵作品すべ
てを一堂に展示して紹介します。

休館日は月曜（祝休日の場合は翌日）、₃月26日㈪−
₃月31日㈯です。詳しくは HP http://www.
art-museum.city.nagoya.jpをご覧ください（ナ）

水野 清亭（みずの せいてい／1893−1920）

　夏のある日、市の博物館を通じて市民の方
から作品の寄贈についての打診があった。人
気TV番組の影響からか、一時期、所蔵する
作品の鑑定についての問い合わせが急増し、
当初は今回も“その手のもの”と思っていた。
だが、「一度見てもらいたい」として送られて
きた写真には、ある趣の品格と清新ささえ感
じさせる二曲一双の屏風が写っていた。そこ
で美術館からさほど遠くないご遺族宅にお伺
いし、実作品を拝見することにした。ご当主
の話によると、その作家は祖父の弟に当たる
が夭逝したため、その後は「遺品」としてその
まま保管されていたという。ほとんど開けら
れた形跡のない屏風箪笥が数棹あり、そのな
かに作品が保管されていた。
　作家の名前は水野清といい、「清亭」という雅
号を名乗った。調べていくと、清亭は名古屋に
生まれ、最初地元の画家に入門し、四条派を学
んでいたらしい。大正₃（1914）年には、第八回
文部省美術展覧会（文展）に初入選を果たし、そ
の後三年連続して入選している。幸運にも今回、
その三点の作品は確認されたが、四条派の写実
性を継承しながら、やがて装飾性を獲得して行く
過程を見せるそれらの作品は、制作からおよそ97
年もの歳月を箪笥の中で“眠っていた”ことになる。
　1917（大正₆）年には京都市絵画専門学校本

科を卒業。同期に榊原始更（1895−1969）、一期
下に岡本神草（1894−1933）、福田平八郎（1892
−1974）が、また二年上の別科には甲斐荘楠音

（1894−1978）がいた。才気溢れる錚々たる若き
俊英たちの中にあって、在学中に三年連続して
入選したのは、水野清亭だけである。だが、当時
の画壇の正しく最高水準を見せ、権威やアカデ
ミズムを形成し始めた「文展」に対する“反動”
として、近代的自我に目覚めた個性的表現が派
生、胎動してきたのもまさにこの時期であった。
　始更や神草、さらに甲斐荘らは卒業の翌年、
つまり1918（大正₇）年、小野竹喬、土田麦僊、村
上華岳等によって創設された〈国画創作協会〉
第一回展に出品している。“京都に於ける最初
の近代絵画理念”の発露ともされる〈国画創作
協会〉に賛同した同期生が次々と“反・文展”へ、
そして新たな“時代表現”を模索していく中で、
清亭はどのような表現を目指したのだろう。
　卒業後の清亭の活動は、現在までのところ、
全く不明である。京都に留まって制作を続け
たのか、それとも帰名したのか。彼はその後
わずか三年でその短すぎる生涯を閉じること
になるが、今日となっては、その原因すら確
認できていない。（J.T.）

八島 正明（やしま まさあき／1936−  ）

　1936年、三重県員弁郡藤原村（現・いなべ
市藤原町）に生まれる。父親の仕事の関係で
名古屋市に転出するも、1944年郷里に疎開。
終戦直後、栄養失調と天然痘により幼い妹を
失う。三重大学では日本史を専攻、副専攻と
して美術も履修した。1959年に卒業した後は
蜂蜜の行商などを経て桑名市で産休代用教員
として採用されるが、₉月下旬の当直の夜、
伊勢湾台風に遭う。1961年、地元出身の画家
浅野弥衛の知遇を得て出品した美術文化協会
展に初入選、その後は会員として発表を続け
る。1974年の美術文化協会展出品作《放課後》
が翌年第18回安井賞展で安井賞を受賞、1976
年東京での個展を機に多くの注目を集めるよ
うになる。美術文化協会展に出品し始めた頃
は複数色の絵具と筆を用いて神道の世界に通
ずるような主題を描いていたが、1970年頃か
らモノクロームの画面を木綿針で引っ掻く線
描技法で人物のシルエット（影）を描き出すよ
うになり、現在に至る。
　影に引き付けられた直接の動機を、大学在
学中、友人から広島の原爆の閃光熱で石段に

焼きついた人影の写真を見せられたことだと
画家は語る。影だけが、実体の存在したこと
を語る唯一の証明となったことに衝撃をうけ
た。自分の大切な人が確かにこの世に存在し
たことを形に残さずにいられない、その思い
がキャンヴァスへ向かわせる。
　白い油絵具で地塗りを行い、完全に乾燥し
た後、黒で覆う。手につかない程度に乾いた
ところで割り箸に差し込んだ木綿針で画面を
引っ掻き、地塗りの白を丁寧に引き出してゆ
く。黒一色の世界で繊細な光の筋をさぐって
いく様は、巨石や丸太のなかの見えない姿を
掘り当てる仏師のようでもある。（3）

　今回のテーマは、アメデオ・モディリアーニ
が28歳頃に描いた《立てる裸婦（カリアティー
ドのための習作）》です。当館で人気の《おさ
げ髪の少女》と比べると、よりミステリアス
な雰囲気が漂っているようですが、皆様の目
にはどのように映っているのでしょうか。

「石でできている女の人みたいだった。リカ
ちゃん人形のミイラばんみたいだった。」

（ティーオンさん 10歳）
「東南アジアの美術を思わせる昔の仏像のよ
うな印象です…やっと思い出しました！アン
コールワットにありそうな女神の仏像のよう
です。」（道洋さん 58歳）

「東洋のイメージと西洋のスタイル（八頭身的
なもの）が交ざりあった感じがします。組ま
れた手も仏像のようではなく現代人のよう…
いろいろな文化がまざった魅力にあふれた作
品だと思います。」（くまさん 48歳）

「表情が無いのと、妙に細いので、人形のように
感じました。首やウエストに継ぎはぎのよう
なモノが見られて、人間とは思えない非人間
的な魅力を感じました。」（白砂糖さん 14歳）

「モデルを描こうとしながら、同時に内面を
より表出させようとしている様に感じまし
た。ヒザから下が短く、臀部、肩まわりが大
きく描かれているのは女性に“母”を求めてい
たから？色々と考えたくなる作品です。」（う
にやんさん ？歳）

「₃歳の子どもが絵を見て『ぱいぱい ぱいぱ
い』と言いました。ぱいぱいとはおっぱいの
事ですが、丸くて目を引くので見てすぐ分か
るようです。他の写実的な裸婦の絵よりもこ
ちらの方が子どもの興味を引きつけるようで
す。モディリアーニは《お下げ髪の少女》のよ
うな繊細に人物を描くイメージを持っていま
すが、この絵のような大胆なタッチの絵も描
くのかー、と意外に思いました。でも顔を見る
とやはりモディリアーニらしいと思います。
子どもが「ぱいぱい」と言うので、そこから目が
離れなくなりました。簡単に描かれているよ
うでいて優しい女の人の印象を受けます。こ
の絵が好きになりました。」（嘉子さん 39歳）

「はだかだからさむそうだけど でもなんでわ
らっているのだろう」（はやとさん ₆歳）

「後ろの青い影みたいのが不気味で怖い感じ
（́ ・ω・` ）なのに笑ってるから余計に不気味
です。」（キャサリンさん 20歳）

 

「まず始めにうけた印象としては安定や落ち
着きでした。表情がほほえんでいるのと形が
ほぼ左右対称だからでしょうか。あと色使い
や画面構成がデザインとしてとても現代的に
かっこよく感じます。裸婦自体は女性の体と
しては不自然で美しい体型ではないはずなの
に、デザインとして見るとすごく美しい。安
定してるのにアンバランス、なのに安定して
る、みたいな。矛盾した印象が魅力的だな、
と感じました。」（耳さん 21歳）

　モディリアーニが祖国イタリアからパリに
やってきたのが1906年、ちょうどその頃から、
パリに住む新進の芸術家たち（ピカソやドラ
ンなど）の間で民族芸術、とくにアフリカの
仮面や人形がブームになっていきました。ほ
どなくしてモディリアーニもその影響を受
け、一時期油絵から彫刻に転向、面長で大きな
楕円形の目をもつ頭の石像を作るようになり
ました。《立てる裸婦》はちょうどその最中に
描かれたもので、「習作」とあるのは、おそらく
石像を彫ることも念頭において描かれたアイ
デアスケッチと考えられるためです。「カリ
アティード」とは、建物の屋根などを支える
柱が女性の彫刻になっているもので、有名な
ところではギリシャ・アテネの神殿の女人柱
があります。モディリアーニの場合はアフリ
カに限らず、エジプトやカンボジア、古代地
中海文明などの様々な遺物から霊感を受けて
いるようで、これらは当時パリの博物館等で
も目にする機会があったようです。個人的に
は、首もとや腰にみられる点線は、アフリカ
のどこかの部族に見られるようなタトゥを意
識したのではないかと考えています。（nori）

水野清亭《春麗》大正₃（1914）年

八島正明《行商人》1974年

写生会
 「ゴリラを描こう！」 ＆
ワークショップ
 「メイキング・キング・オブ・ゴリラ」

　常設企画展「池水慶一　毛深き人たち－東
山動物園のゴリラたち」（2011.9.13−10.23、
常設展示室₃及び地下ロビー）は、名古屋市
東山動物園のゴリラをテーマに従来の展覧会
とは異なる展示方法を導入しました。作家の
池水慶一氏からの提案を受け、展示の一部に
子供たちの表現も取り込み、紹介することに
なりました。
　展覧会に先立ち、₅月には東山動物園での
写生会を、₉月には休館日に美術館の展示室
でワークショップを開催し、応募していただ
いた市内小学生₄～₆年生の皆さんに参加し
てもらいました。ワークショップ「メイキン
グ・キング・オブ・ゴリラ」は、台風の影響
による中止・順延にも関わら、27名の子供た
ちが集まってくれて、賑やかで楽しい制作の
現場に立ち会うことができました。
　ゴリラのシルエットにも見える発泡スチ
ロールによる大きな人（ゴリラ）型に₅～₆人
一班として自由に描いても
らいました。当初、子供たち
にとってその画面（約₃m
×₂m）は大きすぎるので
はないかと思いましたが、
いざ描き始めるとその集中
力はすさまじく、正しく“ア
クション・ペインティング”

さながらに、表や裏は当然のことながら、脚
の裏までも見事に描き切ってくれました。動
物園での写生会では、目の前で動くゴリラに
集中したためか、比較的慎重に描いていたよ
うですが、ワークショップではそれぞれが自
由に思い描いたゴリラを描きつつ、さらに共
同でひとつの作品を作り上げるという制作方
法が良かったのか、描く部分が広大だったた
めか、あるいはただ単に慣れただけなのか、
どこか“吹っ切れた”ような印象も受けました。
　途中からは、参加者についてきた弟や妹も
筆を持ち、会場となった常設展示室₃は、最
高に賑やかな熱気に包まれました。お昼をは
さんで₅時間にも及んだ絵具との“格闘”の末
にでき上がった四体のゴリラには、グループ
全員で話し合ってタイトルが付けられ、展覧
会会期中ロビーで展示されました。子供たち
の“制作中”は、筆を洗うための水汲みに追い
回されましたが、担当者として嬉しかったの
は、参加してくれた子供たちが会期中に美術
館に来てくれて、自分たちが描いたゴリラの
前で記念撮影をしてくれたことです。（J.T.）

アメデオ・モディリアーニ
《立てる裸婦（カリアティードのための習作）》1911-12年頃



『ディエゴ・リベラの生涯と壁画』
　加藤　薫 著、岩波書店、2011年

　名古屋市美術館の₄つある作品収集対象の
ひとつは、｢メキシコ・ルネサンス｣と呼ば
れるメキシコの近代美術作品です。ディエゴ・
リベラ（1886-1957）は、その｢メキシコ・ル
ネサンス｣を中心となって牽引した作家です。
　西ヨーロッパの美術の紹介と受容が今日の
日本でごく普通に行われているのに比べて、
それ以外の地域については、依然として限ら
れたものに止まっています。国情が安定して
いない地域が多い現状では、なかなか状況は
変わらないのかもしれません。
　若い頃にパリにくらし、ピカソやモディリ
アーニなどとも交友関係にあって、キュビス
ムやエコール・ド・パリの作家として評価を
得ていたリベラは、帰国後にメキシコ・ルネ
サンスの巨匠となって、アメリカ合衆国にも
活躍の場を広げています。（本書では、｢アメ
リカ合州国｣となっています。このあたりに
も著者の見識が現れています。）

　このようにヨーロッパやアメリカの美術と
も関わりのあったリベラでさえ、これまで日
本語で読むことのできる本格的な評伝や研究
書はありませんでした。リベラは、近年、日
本でも話題を集め、急激にファンを増やした
メキシコの女性画家フリーダ・カーロ（1907-
1954）の夫でもあり、彼女との関わりで書籍
などで触れられることはあったものの、本書
が我が国で出版された初の単行本になりま
す。A₅判の索引などを含めて850ページを
超える本書は、最新の研究成果も押さえられ
ており、簡便にリベラを知るための基礎文献
として今後なくてはならないものになるで
しょう。（名古屋市美術館の収集と研究も取
り上げられています。）
　ひとつ残念なのは、価格の高さです。税込み
18,900円は誰にでも手の届く金額ではありま
せん。著者があとがきで語っているように、メ
キシコ・ルネサンスの残る₂人の巨匠ホセ・ク
レメンテ・オロスコとダビッド・アルファロ・
シケイロスについても、日本語で読める単行
本を是非ものしていただきたいと思うのです
が、それと並んで、より多くの人に貴重な著作
が読まれるような手立てはないものかと思い
ます。昨今の出版事情は厳しいものがあります
が、なんとかならないものでしょうか。 （み。）

動物園はどこへゆくのか

　科学館の改装以来にぎわっている白川公園
ですが、個人的に2011年は動物園とのご縁
に恵まれました。研修で横浜動物園ズーラシ
ア、仕事で名古屋の東山動植物園、所属する
学会の行事で東京の多摩動物公園と富山市
ファミリーパーク…これほど短期間に複数の
動物園に足を運ぶことも珍しいですが、おか
げで各園を比較でき望外の楽しさでした。
特に興味深かったのは富山市ファミリーパー
クです。ここはライオン、トラ、キリンやペ
ンギンなどの人気動物を飼育する一方で、里
山に生息するタヌキやニホンザル、ツキノワ
グマなどの日本の固有種や、ニワトリ各種（名
古屋コーチンも！）、ヤギ、ばん系馬など家
畜として人間と共生してきた動物たちを積極
的に展示対象としています。動物園ときいて
海外の野生動物や絶滅危惧種を連想する人に
は地味に感じられるでしょう。
しかし山本茂行園長は自戒をこめて語りま
す。「動物が人里へ降りてきて農作物を荒ら
し、人を襲うようになったのは山にエサがな
いことだけが原因ではない。里山の手入れを
怠って山から降りてくるクマを発見しにくい
環境を作り、生ゴミや木から落ちた果実を放
置して自ら動物をおびきよせていることに気
づかない…つまり私たち人間が彼らの生態に

疎くなったからだ」と。長く日本人の身近に
いた動物たちが今どんな状況にあるのかを知
らせ、彼らと住処を分かち合い共生していく
にはどうしたらよいかを来園者に投げかけ、
共に考えることも園の使命であると、取り組
みを通して強く訴えておられました。近年で
は北アルプスに生息する国の特別天然記念物
ニホンライチョウの将来を考え、系統の近い
スバーバルライチョウの飼育・繁殖方法の研
究にも取り組みはじめています。
　運営する側が自らの持てる資源（保有する
動物・立地環境・土地の歴史など）の価値を
丁寧に検証し、柔軟に行動する姿勢を目の当
たりにして、動物園とは何だろう？と考えま
した。慣れ親しんだ美術館の定義と照らし合
わせて出した答えは、「体験を通じて、野生
動物から家畜、ペットにわたる動物との幅広
い関わり方を考え、自然環境に目を向ける学
びの場」。こどものための遊戯施設でも見世
物でもなく、これこそが成熟した社会におけ
る動物園の姿ではないでしょうか。（3）

古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

　待望久しい展覧会がようやく実現した。
ポロックといえば、言わずと知れた抽象表
現主義の最重要作家であり、小中学校の美
術の教科書にも登場するほどの歴史的な存
在だが、その全貌を知る機会は日本ではこ
れまで一度もなかった。作品の希少性、脆
弱性に加えて、重くのしかかる莫大な経費
など、数々の難問をクリアして開催にこぎ
つけた関係者の努力にまずは敬意を表した
い。44歳の若さで事故死したポロックが残
した絵画作品は約400点と決して多くはな
いが、本展にはその内の一割の作品が出品
されており、さらに素描や版画を加えた計
64点によって構成されている。初期の地方
主義やメキシコ壁画運動の影響を強く受け
た作品から、ピカソやミロなど、ヨーロッ
パのモダニズムの洗礼を経て、ポロックの
トレードマークともいえる絵の具を画面に
たらし込む独自のオールオーヴァー絵画の
誕生、そして色を失った最後の黒い絵画ま
で、₄章に分類された作品群は見ごたえ十

分であり、時代を駆け抜けた画家の軌跡が見
事に浮かび上がってくる。とりわけ1950年前
後の、ポロック絶頂期の作品の数々は、半世
紀以上の時を経た今もなお新鮮な喜びと感動
を見るものに与えてくれる。そして発表当時

「カオス」と酷評された絵の具の重層する画面
が、いかに詩的な美しさに満ちているかをあ
らためて教えてくれる。重なりあう絵の具が
生み出す画面の深い空間性と心地よいリズム
は、作品の前に立つものを釘付けにし、いつ
までもそこを離れることを許さない。図版で
はこうはいかない。やはり本物を前にしなく
ては、といった当たり前の感想が思わず口を
つく。会場には次々と傑作を生み出したイー
スト・ハンプトンのアトリエが実物大で再現
されており、床に撒き散らされた絵の具の跡
までもが克明に復元され、鑑賞者はその上に
立ってポロックの創作を追体験できる仕掛け
になっている。日本初というだけでなく、当
分次なる機会が巡ってくるとは思えない。必
見の展覧会である。（F）

2011年11月11日㈮−2012年₁月22日㈰　愛知県美術館

山田七菜子　ドローイング展
「眠る為のより深い化粧、別の日の為の

イミテーション、歩く為のほくろ」
2011年11月19日㈯−12月28日㈬
ギャラリーHAM

　「子どもが描いたような絵」と言っては失礼
だろうか。でも、まるで子どもが自分の思い
浮かぶイメージを自由に描くように、彼女自
身が投影されているのだろうかと思わせる女
の子や女の子の想像の世界がのびのびと描か
れている。風景や男女の姿など、まるで夢の
断片が次々に描かれていくような感じだ。作
家によれば思いつくイメージを描いていくう
ちに、絵がどんどん変わっていくのだという。
前回の個展が油彩作品のみを展示したのに対
して、今回はドローイングのみを展示したと
いうことだが、ドローイングが油彩作品のエ
スキス（下絵）であるといったことはないのだ
そうだ。ドローイングはドローイングとして、
思い浮かぶイメージの自然の変化や手の自然
な動きに従って描かれる。油彩を描くときに
絵の具を入れてパレットとして使われていた
プラスチックの容器もいつのまにかキャンバ
スと化してそこにも絵が描かれていく。ド
ローイングだけでは、空間が締まらないとし

て、今回の展示ではそれらのものもオブジェ
として展示されていた。
　デッサンに忠実に描かれたわけではないそ
のイメージは、正直、画家の画面上の処理に
関しての「上手さ」を感じさせるものではない
し、「なんだか自分にも描けそう」とも思わせ
るものだったのだが、画面に溢れるのびやか
さとイメージのユニークさに心を奪われてし
まった。表現の素朴さといえば、ありきたり
な言葉に聞こえてしまうかもしれないが、人
間として表現するという活動は、とてもシン
プルで当たり前な大切なことなのだという、
表現するということのピュアなあり方を見せ
つけられたような気がする。実際に何かを表
現しようとすると、私には彼女のようなこん
な不思議なイメージも発想も絵心もないのだ
けれども、自分も何か表現してみたいなあと
思えてきてしまった。（hina）

ポロックの「伝説」の実像
　まさに鳴り物入りといった感じで開催され
たポロック展。「伝説のアーティスト、日本
初の回顧展」というコピーを読むと、ポロッ
クの回顧展が日本では21世紀になるまで開催
されていなかったこと自体に驚きを覚えます。
　第二次世界大戦以降、世界の美術の中心地
となったニューヨークで活躍したポロック
は、アメリカ合衆国が生んだ最初の現代美術
家として誰もが知る世界的なアーティストで
す。日本へは早過ぎる死（1956年）後の1960年

代から雑誌や研究書
などで紹介されるよ
うになりますが、残
念なことに、代表作
が展示される機会は
ありませんでした。
まさにポロックは、
最初から「伝説」とし
て、すでに現存しな
い現代美術家であ
り、しかも代表作を
実際に見ることので
きない状況のなか
で、さまざまな言説
ばかりが先行するか
たちで、日本に迎え
られたのです。当時、
かなり影響を受けた

日本の現代美術家たちも多かったのです
が、時間の流れのなかに次第に忘れられて
いったのです。
　「予想外に鑑賞者が少なくて残念だ」と
か、「本領である大作が少なくて物足りな
い」とか、やや否定的な感想を聞きながら
会場を訪れました。確かに鑑賞者は疎らな
のですが、初めての回顧展としては充分な
内容の展覧会でした。
　「アクション・ペインティング」の巨匠の
個展と考えるならば、不満もあるかもしれ
ませんが、ポロックという現代美術家が、
新しい美術の創造に野望を抱き、偉大な画
家たちの作品と苦闘するなかから、どのよ
うに自己の芸術を模索、探究して、自己の
芸術を確立し、新たなる展開を目指したの
かという濃密な生き方を明らかにする回顧
展と見るならば、見応えのあるものでした。
　しかし同時に、いささかやりすぎ感のあ
る宣伝にもかかわらず、ポロックでさえ忘
れられている現状に不安を感じざるを得ま
せんでした。（sy）

執筆者／深谷克典（F）、山田諭（sy）、中野毅（ナ）、竹葉丈（J.T.）、角田美奈子（み。）、原沢暁子（akko）、笠木日南子（hina）、清家三智（3）、保崎裕徳（nori）
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発行 名古屋市美術館
［芸術と科学の杜・白川公園内］
http://www.art-museum.city.nagoya.jp/
〒460-0008 
名古屋市中区栄二丁目17番25号
地下鉄《伏見駅・大須観音駅・矢場町駅》下車 
Tel.052-212-0001 Fax.052-212-0005
休館日：毎週月曜（祝日の場合は直後の平日）
開館時間：午前₉時30分～午後₅時
祝日を除く金曜日は午後₈時まで
※入場は閉館の30分前まで

【編集後記】
　みなさま、明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろ
しくお願いいたします。
　2011年は私たちにとっては大震災という忘れることのできない悲
しみの年になりましたが、世界中のいたるところでも社会や政治の
大変動が起こり、激動の年となりました。2012年は再生の年、新し
い出発の年としてスタートできればいいなあと思っています。さて、
年末より名古屋市美術館がある白川公園の東側で工事が続いている
のですが、この工事が終われば、これまで雨が降った時には水溜り
ができて泥んこになってしまった公園内の道路がきれいに整備され
ます。昨年は科学館もリニューアルオープンし、白川公園は、文化
の薫る芸術と科学の杜として新たにスタートしました。忙しい日常
の中でも、ぜひ、都会の中の自然豊かな公園を楽しみながら美術館
でゆったりと作品鑑賞をしたり、科学館でプラネタリウムの星を見
て過ごす時間を作ってみてはいかがでしょうか。（hina）

会場風景

ジャクソン・ポロック《インディアンレッドの地の壁画》1950年 （テヘラン現代美術館蔵）

《舟の秘密》2011年

スバーバルライチョウ

生誕100年

ジャクソン・ポロック展


